
高等学校定時制課程 令和７年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

八丈 芸術 音楽 Ⅰ
芸術 音楽 Ⅰ 1

教育芸術社　高校生の音楽Ⅰ

音楽 

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特性について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技術を身に付けるように
する。

造形的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
い、豊かな情操を培う。

小金沢　有希

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

音楽 Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

歌唱・演奏・創作の実践を通じて音楽的基礎力
を高め、音楽文化の構造や多様性を理解すると
ともに、鑑賞によって音楽の持つ美的・社会的
価値に気づく力を育てる。

表現の目的や意味を自覚しながら、技術や発想を工
夫して音楽を創造的に表す力を身につける。

多様な音楽体験を重ねる中で、音楽への関心・
意欲・態度を深め、感性と情操を育みながら、
音楽を生涯の心の糧とする姿勢を育てる。

○

・自分自身を日本語で伝えられれ、自分と相
手を知ることができているか
・自分と他者、演奏や音楽との接点を見るこ
とができているか

○ ○ ○ 3

知 思 態

配
当
時
数

単元：【歌う楽しみ➀】発声と歌唱
基礎
【知】楽譜について正しく理解でき
る。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・正しい姿勢と発声
・「翼をください」音取り
・リズムと歌詞のつながり

○ ○ ○

単元：【楽譜に親しむ】音符拍・音
階を知る
【知】に楽譜ついて正しく理解でき
る。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・音符・休符の種類と拍数
・ドレミの音階練習
・簡単な楽譜読み

○ ○ ○

○

・実際の曲を歌うための要素を知り、実際に
やっているか（リズム、音の長さ、楽語、歌
詞など）

〇 〇 〇 3

・楽譜の読み方を知っているか

〇 〇 〇 3○

・どうやったら人とアンサンブルができるか
を体験し、実際にやっているか

〇 〇 〇 3

２
学
期

単元：【鑑賞で感じる➀】日本の音
楽・映画の音楽
【知】題材について正しく理解でき
る。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・「さくらさくら」などの日本伝
統音楽/映画音楽（久石譲など）の
世界観

○ ○

単元：【楽器にふれる➀】鍵盤楽器
or弦楽器入門
【知】楽譜について正しく理解でき
る。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・簡単な旋律演奏
・コード演奏（C・G)
・小さなアンサンブル

○ ○ ○ ○

１
学
期

単元：【音楽と出会う】導入とリズ
ムの体験
【知】音、声の仕組みを理解する。
【思】歌声に必要な要素を考えるこ
とができる。
【学】他者と協力し、より良い演奏
にむけて取り組むことができる。

【指導事項】
　自己紹介・音楽の楽しさ共有
　手拍子・リズム模倣
  リズムゲーム

○ ○ ○

3

単元：【歌う楽しみ②】歌詞と表現
を考える
【知】旋律演奏について正しく理解
できる。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

〇

〇 3

単元：【楽器にふれる②】伴奏づく
りとアンサンブル
【知】旋律演奏について正しく理解
できる。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・伴奏アレンジ
・小グループでの演奏づくり
・演奏と歌の合わせ

○ ○ ○ ○

・他者との関係性の中で演奏することについ
て試行錯誤しながら表現できているか

〇

【指導事項】
・「時代」やJ-POPの歌詞分析
・感情のこもった歌唱練習

○ ○ ○ ○

・自分のイマジネーションを音にのせること
について試行錯誤しながら表現することがで
きているか

〇 〇

○ ○

・「よく聞く音楽」の中に隠れている要素を
知り、自身のイマジネーションを豊かに表現
できているか

〇 〇

3

単元：【音をつくる➀】リズムと旋
律の創作
【知】旋律演奏について正しく理解
できる。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・リズム創作ゲーム
・即興メロディ
・簡単な作曲タイケン（8小節）

○ ○ ○ ○

・創作には何が必要かについて考え、素材集
めができているか

○

・楽譜にしてみること、人前で音を出すこと
を想定し行動できているか

〇 〇 〇 4

〇 〇

〇 〇
３
学
期

単元：【音をつくる②】自分の音楽
を形にする
【知】様々な楽器の特性を理解する
【思】合奏のための楽器について考
え、選ぶことができる。
【学】他者と協働し練習に取り組む
ことができる。

【指導事項】
・作詞＋メロディ作り
・楽譜への記録
・簡単は発表に向けて練習

○ ○ ○

〇 〇

5○

〇 3

単元：【発表と振り返り②】振り返
りと自己表現のまとめ
【知】内容理解
【思】音楽に込められた作曲者の意
図を探る。
【学】音楽理論の基本を理解し、鑑
賞に生かす。

【指導事項】
・ワークシート記入
・１年の学びの振り返り作文
・生徒選曲による鑑賞会

○ ○ ○

単元：【発表と振り返り➀】小さな
音楽会
【知】選曲に合わせた楽器を選び、
楽譜の譜読みができる。
【思】練習計画やポイントなど考え
ることができる。
【学】他者と協力し、よりよい演奏
を目指して取り組むことができる。

【指導事項】
・自由選曲・創作曲の発表
・互いの演奏鑑賞とコメント共有

○ ○ ○

○

・１年前からどのように上達できたか

〇 〇 〇

2

合
計

35

・あらゆるイマジネーションを音楽と結びつ
ける
・他者へのフィードバックをすることを学べ
ているか

〇



高等学校定時制課程 令和７年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

5○

〇 3

単元：【発表と振り返り②】振り返
りと自己表現のまとめ
【知】内容理解
【思】音楽に込められた作曲者の意
図を探る。
【学】音楽理論の基本を理解し、鑑
賞に生かす。

【指導事項】
・ワークシート記入
・１年の学びの振り返り作文
・生徒選曲による鑑賞会

○ ○ ○

単元：【発表と振り返り➀】小さな
音楽会
【知】選曲に合わせた楽器を選び、
楽譜の譜読みができる。
【思】練習計画やポイントなど考え
ることができる。
【学】他者と協力し、よりよい演奏
を目指して取り組むことができる。

【指導事項】
・自由選曲・創作曲の発表
・互いの演奏鑑賞とコメント共有

○ ○ ○

○

・１年前からどのように上達できたか

〇 〇 〇

2

合
計

35

・あらゆるイマジネーションを音楽と結びつ
ける
・他者へのフィードバックをすることを学べ
ているか

〇 〇 〇
３
学
期

単元：【音をつくる②】自分の音楽
を形にする
【知】様々な楽器の特性を理解する
【思】合奏のための楽器について考
え、選ぶことができる。
【学】他者と協働し練習に取り組む
ことができる。

【指導事項】
・作詞＋メロディ作り
・楽譜への記録
・簡単は発表に向けて練習

○ ○ ○

〇 〇 3

単元：【音をつくる➀】リズムと旋
律の創作
【知】旋律演奏について正しく理解
できる。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・リズム創作ゲーム
・即興メロディ
・簡単な作曲タイケン（8小節）

○ ○ ○ ○

・創作には何が必要かについて考え、素材集
めができているか

○

・楽譜にしてみること、人前で音を出すこと
を想定し行動できているか

〇 〇 〇 4

〇 〇

〇

〇 3

単元：【楽器にふれる②】伴奏づく
りとアンサンブル
【知】旋律演奏について正しく理解
できる。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・伴奏アレンジ
・小グループでの演奏づくり
・演奏と歌の合わせ

○ ○ ○ ○

・他者との関係性の中で演奏することについ
て試行錯誤しながら表現できているか

〇

【指導事項】
・「時代」やJ-POPの歌詞分析
・感情のこもった歌唱練習

○ ○ ○ ○

・自分のイマジネーションを音にのせること
について試行錯誤しながら表現することがで
きているか

〇 〇

○ ○

・「よく聞く音楽」の中に隠れている要素を
知り、自身のイマジネーションを豊かに表現
できているか

〇 〇

・どうやったら人とアンサンブルができるか
を体験し、実際にやっているか

〇 〇 〇 3

２
学
期

単元：【鑑賞で感じる➀】日本の音
楽・映画の音楽
【知】題材について正しく理解でき
る。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・「さくらさくら」などの日本伝
統音楽/映画音楽（久石譲など）の
世界観

○ ○

単元：【楽器にふれる➀】鍵盤楽器
or弦楽器入門
【知】楽譜について正しく理解でき
る。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・簡単な旋律演奏
・コード演奏（C・G)
・小さなアンサンブル

○ ○ ○ ○

１
学
期

単元：【音楽と出会う】導入とリズ
ムの体験
【知】音、声の仕組みを理解する。
【思】歌声に必要な要素を考えるこ
とができる。
【学】他者と協力し、より良い演奏
にむけて取り組むことができる。

【指導事項】
　自己紹介・音楽の楽しさ共有
　手拍子・リズム模倣
  リズムゲーム

○ ○ ○

3

単元：【歌う楽しみ②】歌詞と表現
を考える
【知】旋律演奏について正しく理解
できる。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

○

・実際の曲を歌うための要素を知り、実際に
やっているか（リズム、音の長さ、楽語、歌
詞など）

〇 〇 〇 3

・楽譜の読み方を知っているか

〇 〇 〇 3○

単元：【歌う楽しみ➀】発声と歌唱
基礎
【知】楽譜について正しく理解でき
る。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・正しい姿勢と発声
・「翼をください」音取り
・リズムと歌詞のつながり

○ ○ ○

単元：【楽譜に親しむ】音符拍・音
階を知る
【知】に楽譜ついて正しく理解でき
る。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・音符・休符の種類と拍数
・ドレミの音階練習
・簡単な楽譜読み

○ ○ ○

○

・自分自身を日本語で伝えられれ、自分と相
手を知ることができているか
・自分と他者、演奏や音楽との接点を見るこ
とができているか

○ ○ ○ 3

知 思 態

配
当
時
数

造形的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
い、豊かな情操を培う。

小金沢　有希

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

音楽 Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自ら歌唱・器楽・創作で表現するための知識・
技能を習得し、音楽文化の理解を深め、鑑賞の
楽しさを体験すること。

自ら表現の仕方を工夫し、表現力、創造力を身に付
けること。

自ら音楽への関心・意欲・態度・感性を高める
ことで、生涯にわたり音楽を楽しむ心情・音楽
文化を尊重する態度・豊かな情操を育て身に付
けること。

八丈 芸術 音楽 Ⅰ
芸術 音楽 Ⅰ 1

教育芸術社　高校生の音楽Ⅰ

音楽 

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特性について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技術を身に付けるように
する。



高等学校定時制課程 令和７年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

八丈 芸術 音楽 Ⅰ
芸術 音楽 Ⅰ 1

教育芸術社　高校生の音楽Ⅰ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特性について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技術を身に付けるように
する。

造形的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
い、豊かな情操を培う。

小金沢　有希

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

音楽 Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

自ら歌唱・演奏・創作を学び、音楽的基礎力を
高めることで、音楽文化の構造や多様性を理解
し、鑑賞することで、音楽の持つ美的・社会的
価値に気づく力を育てる。

自ら歌唱・演奏・創作を学び、実践することで、表
現の目的や意味を自覚し、技術や発想を工夫して、
独自の音楽を創造的の表現力を身につける。

自ら歌唱・演奏・創作を体験をする中で、音楽
への関心・意欲・態度を学び、生涯にわたって
音楽を楽しむ姿勢を育てる。

○

・自分自身を日本語で伝えられれ、自分と相
手を知ることができているか
・自分と他者、演奏や音楽との接点を見るこ
とができているか

○ ○ ○ 3

知 思 態

配
当
時
数

単元：【歌う楽しみ➀】発声と歌唱
基礎
【知】楽譜について正しく理解でき
る。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・正しい姿勢と発声
・「翼をください」音取り
・リズムと歌詞のつながり

○ ○ ○

単元：【楽譜に親しむ】音符拍・音
階を知る
【知】に楽譜ついて正しく理解でき
る。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・音符・休符の種類と拍数
・ドレミの音階練習
・簡単な楽譜読み

○ ○ ○

○

・実際の曲を歌うための要素を知り、実際に
やっているか（リズム、音の長さ、楽語、歌
詞など）

〇 〇 〇 3

・楽譜の読み方を知っているか

〇 〇 〇 3○

・どうやったら人とアンサンブルができるか
を体験し、実際にやっているか

〇 〇 〇 3

２
学
期

単元：【鑑賞で感じる➀】日本の音
楽・映画の音楽
【知】題材について正しく理解でき
る。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・「さくらさくら」などの日本伝
統音楽/映画音楽（久石譲など）の
世界観

○ ○

単元：【楽器にふれる➀】鍵盤楽器
or弦楽器入門
【知】楽譜について正しく理解でき
る。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・簡単な旋律演奏
・コード演奏（C・G)
・小さなアンサンブル

○ ○ ○ ○

１
学
期

単元：【音楽と出会う】導入とリズ
ムの体験
【知】音、声の仕組みを理解する。
【思】歌声に必要な要素を考えるこ
とができる。
【学】他者と協力し、より良い演奏
にむけて取り組むことができる。

【指導事項】
　自己紹介・音楽の楽しさ共有
　手拍子・リズム模倣
  リズムゲーム

○ ○ ○

3

単元：【歌う楽しみ②】歌詞と表現
を考える
【知】旋律演奏について正しく理解
できる。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・「時代」やJ-POPの歌詞分析
・感情のこもった歌唱練習

○ ○ ○ ○

・自分のイマジネーションを音にのせること
について試行錯誤しながら表現することがで
きているか

〇 〇

○ ○

・「よく聞く音楽」の中に隠れている要素を
知り、自身のイマジネーションを豊かに表現
できているか

〇 〇 〇

〇 3

単元：【楽器にふれる②】伴奏づく
りとアンサンブル
【知】旋律演奏について正しく理解
できる。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・伴奏アレンジ
・小グループでの演奏づくり
・演奏と歌の合わせ

○ ○ ○ ○

・他者との関係性の中で演奏することについ
て試行錯誤しながら表現できているか

〇

３
学
期

単元：【音をつくる②】自分の音楽
を形にする
【知】様々な楽器の特性を理解する
【思】合奏のための楽器について考
え、選ぶことができる。
【学】他者と協働し練習に取り組む
ことができる。

【指導事項】
・作詞＋メロディ作り
・楽譜への記録
・簡単は発表に向けて練習

○ ○ ○

〇 〇 3

単元：【音をつくる➀】リズムと旋
律の創作
【知】旋律演奏について正しく理解
できる。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・リズム創作ゲーム
・即興メロディ
・簡単な作曲タイケン（8小節）

○ ○ ○ ○

・創作には何が必要かについて考え、素材集
めができているか

○

・楽譜にしてみること、人前で音を出すこと
を想定し行動できているか

〇 〇 〇 4

〇 〇 〇 3

単元：【発表と振り返り②】振り返
りと自己表現のまとめ
【知】内容理解
【思】音楽に込められた作曲者の意
図を探る。
【学】音楽理論の基本を理解し、鑑
賞に生かす。

【指導事項】
・ワークシート記入
・１年の学びの振り返り作文
・生徒選曲による鑑賞会

○ ○ ○

単元：【発表と振り返り➀】小さな
音楽会
【知】選曲に合わせた楽器を選び、
楽譜の譜読みができる。
【思】練習計画やポイントなど考え
ることができる。
【学】他者と協力し、よりよい演奏
を目指して取り組むことができる。

【指導事項】
・自由選曲・創作曲の発表
・互いの演奏鑑賞とコメント共有

○ ○ ○

○

・１年前からどのように上達できたか

〇 〇 〇

2

合
計

35

・あらゆるイマジネーションを音楽と結びつ
ける
・他者へのフィードバックをすることを学べ
ているか

〇 〇 〇 5○



高等学校定時制課程 令和７年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

八丈 芸術 音楽 Ⅱ
芸術 音楽 Ⅱ 1

教育芸術社　高校生の音楽Ⅱ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特性について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技術を身に付けるように
する。

造形的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
い、豊かな情操を培う。

小金沢　有希

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

音楽 Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

音楽について歌唱・器楽・創作で表現するため
の知識・技能を習得し、音楽文化の理解を深め
ること。鑑賞に関すること。

音楽表現を工夫し、表現意図をもち、創造的に表す
能力を身に付けること。

音楽への関心・意欲・態度・感性・生涯にわた
り音楽を愛好する心情・音楽文化を尊重する態
度・豊かな情操を身に付けること。

○

・自分自身を日本語で伝えられれ、自分と相
手を知ることができているか
・自分と他者、演奏や音楽との接点を見るこ
とができているか

○ ○ ○ 3

知 思 態

配
当
時
数

単元：【歌う楽しみ➀】発声と歌唱
基礎
【知】楽譜について正しく理解でき
る。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・正しい姿勢と発声
・「翼をください」音取り
・リズムと歌詞のつながり

○ ○ ○

単元：【楽譜に親しむ】音符拍・音
階を知る
【知】に楽譜ついて正しく理解でき
る。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・音符・休符の種類と拍数
・ドレミの音階練習
・簡単な楽譜読み

○ ○ ○

○

・実際の曲を歌うための要素を知り、実際に
やっているか（リズム、音の長さ、楽語、歌
詞など）

〇 〇 〇 3

・楽譜の読み方を知っているか

〇 〇 〇 3○

・どうやったら人とアンサンブルができるか
を体験し、実際にやっているか

〇 〇 〇 3

２
学
期

単元：【鑑賞で感じる➀】日本の音
楽・映画の音楽
【知】題材について正しく理解でき
る。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・「さくらさくら」などの日本伝
統音楽/映画音楽（久石譲など）の
世界観

○ ○

単元：【楽器にふれる➀】鍵盤楽器
or弦楽器入門
【知】楽譜について正しく理解でき
る。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・簡単な旋律演奏
・コード演奏（C・G)
・小さなアンサンブル

○ ○ ○ ○

１
学
期

単元：【音楽と出会う】導入とリズ
ムの体験
【知】音、声の仕組みを理解する。
【思】歌声に必要な要素を考えるこ
とができる。
【学】他者と協力し、より良い演奏
にむけて取り組むことができる。

【指導事項】
　自己紹介・音楽の楽しさ共有
　手拍子・リズム模倣
  リズムゲーム

○ ○ ○

3

単元：【歌う楽しみ②】歌詞と表現
を考える
【知】旋律演奏について正しく理解
できる。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・「時代」やJ-POPの歌詞分析
・感情のこもった歌唱練習

○ ○ ○ ○

・自分のイマジネーションを音にのせること
について試行錯誤しながら表現することがで
きているか

〇 〇

○ ○

・「よく聞く音楽」の中に隠れている要素を
知り、自身のイマジネーションを豊かに表現
できているか

〇 〇 〇

〇 3

単元：【楽器にふれる②】伴奏づく
りとアンサンブル
【知】旋律演奏について正しく理解
できる。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・伴奏アレンジ
・小グループでの演奏づくり
・演奏と歌の合わせ

○ ○ ○ ○

・他者との関係性の中で演奏することについ
て試行錯誤しながら表現できているか

〇

３
学
期

単元：【音をつくる②】自分の音楽
を形にする
【知】様々な楽器の特性を理解する
【思】合奏のための楽器について考
え、選ぶことができる。
【学】他者と協働し練習に取り組む
ことができる。

【指導事項】
・作詞＋メロディ作り
・楽譜への記録
・簡単は発表に向けて練習

○ ○ ○

〇 〇 3

単元：【音をつくる➀】リズムと旋
律の創作
【知】旋律演奏について正しく理解
できる。
【思】模範演奏を考察することがで
きる。
【学】楽譜を理解し、主体的に学ぼ
うとしているか。

【指導事項】
・リズム創作ゲーム
・即興メロディ
・簡単な作曲タイケン（8小節）

○ ○ ○ ○

・創作には何が必要かについて考え、素材集
めができているか

○

・楽譜にしてみること、人前で音を出すこと
を想定し行動できているか

〇 〇 〇 4

〇 〇 〇 3

単元：【発表と振り返り②】振り返
りと自己表現のまとめ
【知】内容理解
【思】音楽に込められた作曲者の意
図を探る。
【学】音楽理論の基本を理解し、鑑
賞に生かす。

【指導事項】
・ワークシート記入
・１年の学びの振り返り作文
・生徒選曲による鑑賞会

○ ○ ○

単元：【発表と振り返り➀】小さな
音楽会
【知】選曲に合わせた楽器を選び、
楽譜の譜読みができる。
【思】練習計画やポイントなど考え
ることができる。
【学】他者と協力し、よりよい演奏
を目指して取り組むことができる。

【指導事項】
・自由選曲・創作曲の発表
・互いの演奏鑑賞とコメント共有

○ ○ ○

○

・１年前からどのように上達できたか

〇 〇 〇

2

合
計

35

・あらゆるイマジネーションを音楽と結びつ
ける
・他者へのフィードバックをすることを学べ
ているか

〇 〇 〇 5○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

○ ○ ○

5

合
計

35

○ ○ 6

金箔を用いた水墨画
【知識及び技能】
日本画の技法や歴史、また金箔の貼
り方を理解し、テーマに合った描画
で作品を制作する。
【思考力、判断力、表現力等】
墨の特性を活かした表現をしてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
美術の創造活動の喜びを味わい、造
形の美しさ、作者の個性や表現の工
夫などに気が付こうとする。

・鑑賞を通し日本画、水墨画の伝統
や技法を学ぶ。
・色紙に金箔を貼り、日本画材、墨
を用いてテーマに沿った絵を描く。
・タブレットを用いて、お互いの作
品を鑑賞し、感想を入力する。
・作者の工夫や優れたところに着目
した鑑賞をする。
・作品を写真撮影し、きれいにトリ
ミングし、データ化して保存する。

〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
日本画の技法や歴史、また金箔の貼り方を理解
し、テーマに合った描画で作品を制作すること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
墨の特性を活かした表現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
美術の創造活動の喜びを味わい、造形の美し
さ、作者の個性や表現の工夫などに気が付こう
とすることができる。

12

３
学
期

篆刻-印鑑作り-
【知識及び技能】
対象や事象を捉える造形的な視点に
ついて理解を深めるとともに、意図
に応じて表現方法を創意工夫し、創
造的に表すことができるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的なよさや美しさ、表現の意図
と創意工夫、美術の働きなどについ
て考え、主題を生成し創造的に発想
し構想を練ったり、価値意識をもっ
て美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりすることができるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の幅広い創造活動に取
り組み、生涯にわたり美術を愛好す
る心情を育むとともに、感性を高
め、美術文化に親しみ、心豊かな生
活や社会を創造していく態度を養
う。

・石から生き生きとした形を彫り出
すことの楽しさを味わうことが出来
る。
・立体的に捉え、どの視点から見て
も面白いデザインを考えることが出
来る。
・彫刻刀を使い分けながら、360度の
視点を持って彫り出すことが出来
る。
・細かい部分まで彫りだし、注意し
ながら丁寧に形作ることが出来る。
・石材の特性を踏まえて磨き加工を
施し、光沢のある仕上がりに出来
る。
・キャプションを考え、作品の紹介
を行う。
・他者の作品を鑑賞し、互いの作品
の良さを深め合う。

○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創
意工夫し、創造的に表すことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成
し創造的に発想し構想を練ったり、価値意識を
もって美術や美術文化に対する見方や感じ方を
深めたりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな
生活や社会を創造していく態度を養うことがで
きている。

○

○ ○

【知識及び技能】
1学期に制作したフィギュアのテーマに合った案
を考え、適切な素材から制作することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
フィギュアを効果的に活かす表現を考えること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に素材集めに参加し、ほかの生徒と意見
交換をしながら制作に取り組むことができる。

【知識及び技能】
情報をまとめた上で、キャラクターとはどのよ
うにしてできるかを理解し、自己投影された
キャラクターデザインをしてフィギュアを制作
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
キャラクターとはなにか学習し、理解するとと
もに、自己とは何か考え制作することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に他の生徒と意見交換をし、参考となる
情報を収集しまとめることができる。

7

２
学
期

ジオラマ制作
【知識及び技能】
1学期に制作したフィギュアのテーマ
に合った案を考え、適切な素材から
制作する。
【思考力、判断力、表現力等】
フィギュアを効果的に活かす表現を
考える。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に素材集めに参加し、ほかの
生徒と意見交換をしながら制作に取
り組む。

・鑑賞を通しジオラマについての理
解を深める。
・ジオラマ制作
・作品の鑑賞

○ ○

フィギュア制作
【知識及び技能】
情報をまとめた上で、キャラクター
とはどのようにしてできるかを理解
し、自己投影されたキャラクターデ
ザインをしてフィギュアを制作す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
キャラクターとはなにか学習し、理
解するとともに、自己とは何か考え
制作する。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に他の生徒と意見交換をし、
参考となる情報を収集しまとめる。

・キャラクターについて学ぶ。
・フィギュア制作
・作品の鑑賞

○ ○ ○

○

【知識及び技能】
オノマトペについて理解し絵の具の特性を活か
すことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
言葉を絵画にする表現力を養うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に素材集めに参加し、ほかの生徒と意見
交換をしながら制作に取り組むことができる。

○ ○ ○ 5

知 思 態

配
当
時
数

１
学
期

オノマトペの絵画
【知識及び技能】
オノマトペについて理解し絵の具の
特性を活かす。
【思考力、判断力、表現力等】
言葉を絵画にする表現力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に素材集めに参加し、ほかの
生徒と意見交換をしながら制作に取
り組む。

・オノマトペについて学ぶ。
・アクリルガッシュを用いて独自の
オノマトペを1枚の絵画作品にする。
・作品の鑑賞

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

美術Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創
意工夫し、創造的に表すことができるようにす
る。

 造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、
美術の働きなどについて考え、主題を生成し創造的
に発想し構想を練ったり、価値意識をもって美術や
美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすること
ができるようにする。

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな
生活や社会を創造していく態度を養う。

日本文教出版　高校生の美術1

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付ける。

創造的な表現を工夫したり、芸術の良さを深く味わったりできるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情
報を養う。

古澤　春華

芸術 美術Ⅰ
芸術 美術Ⅰ 1



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

○ ○ ○

5

合
計

35

○ ○ 6

金箔を用いた水墨画
【知識及び技能】
日本画の技法や歴史、また金箔の貼
り方を理解し、テーマに合った描画
で作品を制作する。
【思考力、判断力、表現力等】
墨の特性を活かした表現をしてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
美術の創造活動の喜びを味わい、造
形の美しさ、作者の個性や表現の工
夫などに気が付こうとする。

・鑑賞を通し日本画、水墨画の伝統
や技法を学ぶ。
・色紙に金箔を貼り、日本画材、墨
を用いてテーマに沿った絵を描く。
・タブレットを用いて、お互いの作
品を鑑賞し、感想を入力する。
・作者の工夫や優れたところに着目
した鑑賞をする。
・作品を写真撮影し、きれいにトリ
ミングし、データ化して保存する。

〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
日本画の技法や歴史、また金箔の貼り方を理解
し、テーマに合った描画で作品を制作すること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
墨の特性を活かした表現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
美術の創造活動の喜びを味わい、造形の美し
さ、作者の個性や表現の工夫などに気が付こう
とすることができる。

12

３
学
期

篆刻-印鑑作り-
【知識及び技能】
対象や事象を捉える造形的な視点に
ついて理解を深めるとともに、意図
に応じて表現方法を創意工夫し、創
造的に表すことができるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的なよさや美しさ、表現の意図
と創意工夫、美術の働きなどについ
て考え、主題を生成し創造的に発想
し構想を練ったり、価値意識をもっ
て美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりすることができるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の幅広い創造活動に取
り組み、生涯にわたり美術を愛好す
る心情を育むとともに、感性を高
め、美術文化に親しみ、心豊かな生
活や社会を創造していく態度を養
う。

・石から生き生きとした形を彫り出
すことの楽しさを味わうことが出来
る。
・立体的に捉え、どの視点から見て
も面白いデザインを考えることが出
来る。
・彫刻刀を使い分けながら、360度の
視点を持って彫り出すことが出来
る。
・細かい部分まで彫りだし、注意し
ながら丁寧に形作ることが出来る。
・石材の特性を踏まえて磨き加工を
施し、光沢のある仕上がりに出来
る。
・キャプションを考え、作品の紹介
を行う。
・他者の作品を鑑賞し、互いの作品
の良さを深め合う。

○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創
意工夫し、創造的に表すことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成
し創造的に発想し構想を練ったり、価値意識を
もって美術や美術文化に対する見方や感じ方を
深めたりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな
生活や社会を創造していく態度を養うことがで
きている。

○

○ ○

【知識及び技能】
1学期に制作したフィギュアのテーマに合った案
を考え、適切な素材から制作することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
フィギュアを効果的に活かす表現を考えること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に素材集めに参加し、ほかの生徒と意見
交換をしながら制作に取り組むことができる。

【知識及び技能】
情報をまとめた上で、キャラクターとはどのよ
うにしてできるかを理解し、自己投影された
キャラクターデザインをしてフィギュアを制作
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
キャラクターとはなにか学習し、理解するとと
もに、自己とは何か考え制作することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に他の生徒と意見交換をし、参考となる
情報を収集しまとめることができる。

7

２
学
期

ジオラマ制作
【知識及び技能】
1学期に制作したフィギュアのテーマ
に合った案を考え、適切な素材から
制作する。
【思考力、判断力、表現力等】
フィギュアを効果的に活かす表現を
考える。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に素材集めに参加し、ほかの
生徒と意見交換をしながら制作に取
り組む。

・鑑賞を通しジオラマについての理
解を深める。
・ジオラマ制作。
・作品の鑑賞

○ ○

フィギュア制作
【知識及び技能】
情報をまとめた上で、キャラクター
とはどのようにしてできるかを理解
し、自己投影されたキャラクターデ
ザインをしてフィギュアを制作す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
キャラクターとはなにか学習し、理
解するとともに、自己とは何か考え
制作する。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に他の生徒と意見交換をし、
参考となる情報を収集しまとめる。

・キャラクターについて学ぶ。
・フィギュア制作
・作品の鑑賞

○ ○ ○

○

【知識及び技能】
オノマトペについて理解し絵の具の特性を活か
すことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
言葉を絵画にする表現力を養うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に素材集めに参加し、ほかの生徒と意見
交換をしながら制作に取り組むことができる。

○ ○ ○ 5

知 思 態

配
当
時
数

１
学
期

オノマトペの絵画
【知識及び技能】
オノマトペについて理解し絵の具の
特性を活かす。
【思考力、判断力、表現力等】
言葉を絵画にする表現力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に素材集めに参加し、ほかの
生徒と意見交換をしながら制作に取
り組む。

・オノマトペについて学ぶ。
・アクリルガッシュを用いて独自の
オノマトペを1枚の絵画作品にする。
・作品の鑑賞

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

美術Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創
意工夫し、個性豊かで創造的に表すことができ
るようにする。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し個
性豊かに発想し構想を練ったり、自己の価値観を高
めて美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めた
りすることができるようにする。

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性と美意識を高め、美術文化に親しみ，
心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
う。

日本文教出版　高校生の美術２

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付ける。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し個性豊かに発想し構想を練ったり、自己の価値観を高めて美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性と美意識
を高め、美術文化に親しみ，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

古澤　春華

芸術 美術Ⅱ
芸術 美術Ⅱ 1



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

○ ○ ○

5

合
計

35

○ ○ 6

金箔を用いた水墨画
【知識及び技能】
日本画の技法や歴史、また金箔の貼
り方を理解し、テーマに合った描画
で作品を制作する。
【思考力、判断力、表現力等】
墨の特性を活かした表現をしてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
美術の創造活動の喜びを味わい、造
形の美しさ、作者の個性や表現の工
夫などに気が付こうとする。

・鑑賞を通し日本画、水墨画の伝統
や技法を学ぶ。
・色紙に金箔を貼り、日本画材、墨
を用いてテーマに沿った絵を描く。
・タブレットを用いて、お互いの作
品を鑑賞し、感想を入力する。
・作者の工夫や優れたところに着目
した鑑賞をする。
・作品を写真撮影し、きれいにトリ
ミングし、データ化して保存する。

〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
日本画の技法や歴史、また金箔の貼り方を理解
し、テーマに合った描画で作品を制作すること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
墨の特性を活かした表現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
美術の創造活動の喜びを味わい、造形の美し
さ、作者の個性や表現の工夫などに気が付こう
とすることができる。

12

３
学
期

篆刻-印鑑作り-
【知識及び技能】
対象や事象を捉える造形的な視点に
ついて理解を深めるとともに、意図
に応じて表現方法を創意工夫し、創
造的に表すことができるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的なよさや美しさ、表現の意図
と創意工夫、美術の働きなどについ
て考え、主題を生成し創造的に発想
し構想を練ったり、価値意識をもっ
て美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりすることができるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の幅広い創造活動に取
り組み、生涯にわたり美術を愛好す
る心情を育むとともに、感性を高
め、美術文化に親しみ、心豊かな生
活や社会を創造していく態度を養
う。

・石から生き生きとした形を彫り出
すことの楽しさを味わうことが出来
る。
・立体的に捉え、どの視点から見て
も面白いデザインを考えることが出
来る。
・彫刻刀を使い分けながら、360度の
視点を持って彫り出すことが出来
る。
・細かい部分まで彫りだし、注意し
ながら丁寧に形作ることが出来る。
・石材の特性を踏まえて磨き加工を
施し、光沢のある仕上がりに出来
る。
・キャプションを考え、作品の紹介
を行う。
・他者の作品を鑑賞し、互いの作品
の良さを深め合う。

○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深めるとともに、意図に応じて表現方法を創
意工夫し、創造的に表すことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成
し創造的に発想し構想を練ったり、価値意識を
もって美術や美術文化に対する見方や感じ方を
深めたりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな
生活や社会を創造していく態度を養うことがで
きている。

○

○ ○

【知識及び技能】
1学期に制作したフィギュアのテーマに合った案
を考え、適切な素材から制作することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
フィギュアを効果的に活かす表現を考えること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に素材集めに参加し、ほかの生徒と意見
交換をしながら制作に取り組むことができる。

【知識及び技能】
情報をまとめた上で、キャラクターとはどのよ
うにしてできるかを理解し、自己投影された
キャラクターデザインをしてフィギュアを制作
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
キャラクターとはなにか学習し、理解するとと
もに、自己とは何か考え制作することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に他の生徒と意見交換をし、参考となる
情報を収集しまとめることができる。

7

２
学
期

ジオラマ制作
【知識及び技能】
1学期に制作したフィギュアのテーマ
に合った案を考え、適切な素材から
制作する。
【思考力、判断力、表現力等】
フィギュアを効果的に活かす表現を
考える。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に素材集めに参加し、ほかの
生徒と意見交換をしながら制作に取
り組む。

・鑑賞を通しジオラマについての理
解を深める。
・ジオラマ制作。
・作品の鑑賞

○ ○

フィギュア制作
【知識及び技能】
情報をまとめた上で、キャラクター
とはどのようにしてできるかを理解
し、自己投影されたキャラクターデ
ザインをしてフィギュアを制作す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
キャラクターとはなにか学習し、理
解するとともに、自己とは何か考え
制作する。
【学びに向かう力、人間性等】
自主的に他の生徒と意見交換をし、
参考となる情報を収集しまとめる。

・キャラクターについて学ぶ。
・フィギュア制作
・作品の鑑賞

○ ○ ○

○

【知識及び技能】
オノマトペについて理解し絵の具の特性を活か
すことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
言葉を絵画にする表現力を養うことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に素材集めに参加し、ほかの生徒と意見
交換をしながら制作に取り組むことができる。

○ ○ ○ 5

知 思 態

配
当
時
数

１
学
期

オノマトペの絵画
【知識及び技能】
オノマトペについて理解し絵の具の
特性を活かす。
【思考力、判断力、表現力等】
言葉を絵画にする表現力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に素材集めに参加し、ほかの
生徒と意見交換をしながら制作に取
り組む。

・オノマトペについて学ぶ。
・アクリルガッシュを用いて独自の
オノマトペを1枚の絵画作品にする。
・作品の鑑賞

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

美術Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理解
を深めるとともに、意図に応じて表現方法を追
求し、個性を生かして創造的に表すことができ
るようにする。

造形的なよさや美しさ、独創的な表現の意図と創造
的な工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し個性を生かして発想し構想を練ったり、自己の
価値観を働かせて美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりすることができるようにする。

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性と美意識を磨き、美術文化を尊重し、
心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
う。

日本文教出版　高校生の美術２

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】
対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を追求し、個性を生
かして創造的に表すことができるようにする。

造形的なよさや美しさ、独創的な表現の意図と創造的な工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し個性を生かして発想し構想を練ったり、自己の価値観を働かせて美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性と美意識
を磨き、美術文化を尊重し、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

古澤　春華

芸術 美術Ⅱ
芸術 美術Ⅱ 1



高等学校定時制課程 令和７年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

ワークシート、授業態度
書式による書き方の違いや毛筆と硬筆での表
現方法の違いを理解している。
著作権について理解している。
硬筆技能の向上に向けて主体的に学習に取り
組もうとしている。

〇 〇 〇

6

合
計

35

〇 〇 〇 5

硬筆
【知識及び技能】
日常の書（はがき、手紙）の書き方
を学習し、硬筆の技能を身に付けさ
せる。
・著作権について学習し、引用する
場合の方法や注意点を身に着けさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
生活や社会のおける書の効用につい
て理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
日常に生かそうと意欲的に取り組む
姿勢を育むとともに、自己の表現力
にもつなげる。

はがき、手紙
・漢字の書き順についての指導
・ワークシート
プリントによる解説
授業中での添削

〇

〇 6

３
学
期

漢字の書(草書・隷書)
【知識及び技能】
・草・隷書体の古典作品を臨書し、
各書体ごとの特徴を理解させ、技能
を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
草・隷書体の基本運筆を練習させ、
楷書体、行書体との違いを理解させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・草・隷書作品の鑑賞を通じて、自
己の表現力を養う。

漢字の書（草書・隷書）の臨書・鑑
賞
プリント、水書板による運筆の解
説
机間巡視による指導

〇 〇

・各時間の課題作品、ワークシート、授業態度
草・篆書の古典の書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について理解している。
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能を身に
付けている。
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字形、
全体の構成について構想し工夫している。
主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に取
り組もうとしている。
作品や書の意味や価値について考えながら、幅
広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

6

漢字仮名交じりの書
【知識及び技能】
用具・用材の特徴と表現効果の関わ
り、名筆や現代の書の表現と用筆・
運筆との関わりについて理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
漢字と仮名の調和した字形、文字の
大きさ、全体の構成、目的や意図に
基づいた表現力を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
漢字仮名交じりの書や他生徒の作品
鑑賞を通じて、自己の表現力を養
う。

漢字仮名交じりの書の創作・他生徒
作品の鑑賞・意見交換
現代の書の鑑賞をさせ、創作の表
現方法の効果について解説

〇 〇

創作作品、ワークシート、授業態度
目的や用途に即した効果的な表現や、漢字と仮
名の調和した線質、余白による表現の工夫をし
ている。
目的や用途に即した表現形式、題材の解釈に基
づいた表現、名筆を生かした表現や現代に生き
る表現について構想し工夫している。
作品や書の意味や価値について考えながら、幅
広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。 〇 〇

〇 〇

各時間の課題作品、ワークシート、授業態
度
仮名の古典の書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について理解している。
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能を身に
付けている。
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
主体的に仮名の書の幅広い表現の学習活動に取
り組もうとしている。
作品や書の意味や価値について考えながら、幅
広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

各時間の課題作品、ワークシート、授業態
度
書体や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解している。
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能を身
に付けている。
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。
作品や書の意味や価値について考えながら、
幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 6

２
学
期

仮名の書
【知識及び技能】
仮名の成り立ちを学び、仮名と漢字
の筆遣いを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆の臨書の学習を通じて、
仮名の筆遣いの理解を深めさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・仮名作品の鑑賞を通じて、自己の
表現力を養う。

仮名の書の臨書・鑑賞
プリント、水書板による運筆の解
説
机間巡視による指導

漢字の書（行書）
【知識及び技能】
・行書体の古典作品を臨書し、各古
典作品ごとの特徴を理解させ、書き
分ける技術を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・行書体の筆遣いと楷書体の筆遣い
を比較させ、違いを理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・古典作品や他生徒作品の鑑賞を通
じて、自己の表現力を養う。

漢字の書（行書）の臨書・鑑賞
プリント、水書板による運筆の解
説
机間巡視による指導

〇 ○

○

各時間の課題作品、ワークシート、授業態度
書体や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解している。
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能を身
に付けている。
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。
作品や書の意味や価値について考えながら、
幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 6

知 思 態

配
当
時
数

１
学
期

漢字の書（楷書）
【知識及び技能】
　・用具・用材の特徴を理解しなが
ら、楷書体の古典作品を臨書し、各
古典作品ごとの特徴を理解させ、書
き分ける技術を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・中学までの復習をするとともに、
高校書道との違いを理解させる。書
道の学習に必要な用具・用材の特質
と扱い方を学び、用途に応じて使用
および丁寧な扱いができるようにさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
・楷書作品の鑑賞を通じて、自己の
表現力を養う。

・漢字の書（楷書）の臨書・鑑賞
プリント、水書板による運筆の解
説
机間巡視による指導

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

書道Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

書の表現の方法や形式、多様性などについて幅広
く理解するとともに、書写能力の向上を図り、書
の伝統に基づき、効果的に表現するための基礎的
な技能を身に付けるようにする。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構想
し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の意
味や価値を考え、書の美を味わい捉えたりするこ
とができるようにする。

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわた
り書を愛好する心情を育むとともに、感性を高
め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心豊か
な生活や社会を創造していく態度を養う。

東京書籍　書道Ⅰ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特性について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技術を身に付けるように
する。

造形的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
い、豊かな情操を培う。

　奥山　恵美

八丈 芸術 書道Ⅰ
芸術 書道Ⅰ 1



高等学校定時制課程 令和７年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

ワークシート、授業態度
書式による書き方の違いや毛筆と硬筆での表
現方法の違いを理解している。
著作権について理解している。
硬筆技能の向上に向けて主体的に学習に取り
組もうとしている。

〇 〇 〇

6

合
計

35

〇 〇 〇 5

はがき・手紙
【知識及び技能】
日常の書（はがき、手紙）の書き方
を学習し、硬筆の技能を身に付けさ
せる。
・著作権について学習し、引用する
場合の方法や注意点を身に着けさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
生活や社会のおける書の効用につい
て理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
日常に生かそうと意欲的に取り組む
姿勢を育むとともに、自己の表現力
にもつなげる。

はがき、手紙
・漢字の書き順についての指導
・ワークシート
プリントによる解説
授業中での添削

〇

〇 6

３
学
期

漢字の書(草書・隷書)
【知識及び技能】
・草・隷書体の古典作品を臨書し、
各書体ごとの特徴を理解させ、技能
を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
草・隷書体の基本運筆を練習させ、
楷書体、行書体との違いを理解させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・草・隷書作品の鑑賞を通じて、自
己の表現力を養う。

漢字の書（草書・隷書）の臨書・鑑
賞
プリント、水書板による運筆の解
説
机間巡視による指導

〇 〇

・各時間の課題作品、ワークシート、授業態度
草・篆書の古典の書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について理解している。
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能を身に
付けている。
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字形、
全体の構成について構想し工夫している。
主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に取
り組もうとしている。
作品や書の意味や価値について考えながら、幅
広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

6

漢字仮名交じりの書の創作・他生徒
作品の鑑賞・意見交換
【知識及び技能】
用具・用材の特徴と表現効果の関わ
り、名筆や現代の書の表現と用筆・
運筆との関わりについて理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
漢字と仮名の調和した字形、文字の
大きさ、全体の構成、目的や意図に
基づいた表現力を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
漢字仮名交じりの書や他生徒の作品
鑑賞を通じて、自己の表現力を養
う。

漢字仮名交じりの書の創作・他生徒
作品の鑑賞・意見交換
現代の書の鑑賞をさせ、創作の表
現方法の効果について解説

〇 〇

創作作品、ワークシート、授業態度
目的や用途に即した効果的な表現や、漢字と仮
名の調和した線質、余白による表現の工夫をし
ている。
目的や用途に即した表現形式、題材の解釈に基
づいた表現、名筆を生かした表現や現代に生き
る表現について構想し工夫している。
作品や書の意味や価値について考えながら、幅
広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。 〇 〇

〇 〇

各時間の課題作品、ワークシート、授業態
度
仮名の古典の書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について理解している。
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能を身に
付けている。
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
主体的に仮名の書の幅広い表現の学習活動に取
り組もうとしている。
作品や書の意味や価値について考えながら、幅
広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

各時間の課題作品、ワークシート、授業態
度
書体や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解している。
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能を身
に付けている。
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。
作品や書の意味や価値について考えながら、
幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 6

２
学
期

仮名の書の臨書・鑑賞
【知識及び技能】
仮名の成り立ちを学び、仮名と漢字
の筆遣いを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆の臨書の学習を通じて、
仮名の筆遣いの理解を深めさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・仮名作品の鑑賞を通じて、自己の
表現力を養う。

仮名の書の臨書・鑑賞
プリント、水書板による運筆の解
説
机間巡視による指導

漢字の書（行書）の臨床・鑑賞
【知識及び技能】
・行書体の古典作品を臨書し、各古
典作品ごとの特徴を理解させ、書き
分ける技術を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・行書体の筆遣いと楷書体の筆遣い
を比較させ、違いを理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・古典作品や他生徒作品の鑑賞を通
じて、自己の表現力を養う。

漢字の書（行書）の臨書・鑑賞
プリント、水書板による運筆の解
説
机間巡視による指導

〇 ○

○

各時間の課題作品、ワークシート、授業態度
書体や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解している。
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能を身
に付けている。
古典の書体や書風に即した用筆・運筆、字
形、全体の構成について構想し工夫してい
る。
主体的に漢字の書の幅広い表現の学習活動に
取り組もうとしている。
作品や書の意味や価値について考えながら、
幅広い鑑賞の学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 6

知 思 態

配
当
時
数

１
学
期

漢字の書（楷書）の臨書・鑑賞
【知識及び技能】
　・用具・用材の特徴を理解しなが
ら、楷書体の古典作品を臨書し、各
古典作品ごとの特徴を理解させ、書
き分ける技術を身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・中学までの復習をするとともに、
高校書道との違いを理解させる。書
道の学習に必要な用具・用材の特質
と扱い方を学び、用途に応じて使用
および丁寧な扱いができるようにさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
・楷書作品の鑑賞を通じて、自己の
表現力を養う。

・漢字の書（楷書）の臨書・鑑賞
プリント、水書板による運筆の解
説
机間巡視による指導

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

書道Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

書の表現の方法や形式、多様性などについて更に
幅広く理解するとともに、書写能力の向上を図
り、書の伝統に基づき、効果的に表現するための
基礎的な技能を身に付けるようにする。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構想
し表現を更に工夫したり、作品や書の伝統と文化
の意味や価値を考え、書の美を味わい捉えたりす
ることができるようにする。

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわた
り書を愛好する心情を更に育むとともに、感性を
高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心豊
かな生活や社会を創造していく態度を養う。

東京書籍　書道Ⅱ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特性について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技術を身に付けるように
する。

造形的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
い、豊かな情操を培う。

　奥山　恵美

八丈 芸術 書道Ⅱ
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